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こ こ で 、 「 千 五 百 番 歌 合」百首において、後烏羽院が影響を 受
























































































































































































































































































































































の 穂 向 き の 寄 れ る 片 寄 り に 我 は 物 思 ふ
つ れ な き も の を
（ 万 薬 集 ・ 巻 ＋ ・ ニ ニ 四 七 ／ 新 古 今 集 · 恋 五 ・ 一 四 三 一 ·読人知らず、
第 二 句 「 穂 向 け の 風 の 」 ）
乱 れ 磋 の 穂 向 け の 風 の 片 寄 り に 秋 を ぞ 寄 す る 真 野 の 浦 波
（ 秋 篠 月 梢 集 ：七 三 八 ／ 正 治 初 度 百 首 • 秋 • 四 四 二 ）
傍 線 部 「 穂 向 け の 風 」 は 穂 を な ぴ か せ て 吹 く 風 の 意 で 、




万 業 歌 の 二 首 目 は 『 新 古 今 集 」 に 第 二
句「穂向けの風の」として採られている
が、
当 時 こ の よ う な 訛 伝
があって良経や後焉羽院が




思 い を 寄 せ る 心 情 を 詠 む 寄 物 陳 思 型 の 歌 で あ る が 、
良 経 は 「 戦 嗚
＜ 其 野 の 入 江 の 浜 風 に 尾 花 な み よ る 秋 の 夕 姪 」 （ 散 木 奇 歌 集 • 四一 四 ／ 金 業 集 ・ 秋 ． l - 三 九 ） 、 「 秋 は た だ 入 江 ば か り の タ ベ か は 月待 っ 空 の 真 野 の 浦 波 」 ． （ 拾 逍 愚 草 ・ 十 題 百 首 ・ 地
部 ・
七一七）を
念 頭 に 盟 き 、
其 野 浦 に 波 が 寄 せ 、
入江の磁を風がなぴかせる物寂
し い 秋 の 夕 荘 れ
の情娯を詠んでいる。
一方、
後 烏 羽 院 は 良 経 詠 を 介 し て 先 の 万 業 歌 を 取 っ て 詠 ん で い
る と 見 ら れ る が 、
恋 の 歌 で は な く 、




と い う 情 緒 的 幻
想 的 な 光 散 を 呈 示 し て い る 。
し か し 単 な る 季 節 の 歌 と い う わ け で
●し
づ
は な く 、
お そ ら く は 「 山 田 守 る 賤 が 庵 に お と ． つ れ て 稲 策 に 宿 る 秋
の 夕 在 」 （ 秋 篠 月 消 集 ・ 一 三 六 ― - ／ 文 治 六 年 女 御 入 内 和 歌 ・ 八 月 ・田家・一八八）や「秋の田のかりほの庵のとまをあらみわが衣手は露に滸れつつ」（後撰集・秋中・三0ニ・天智天息）といった歌 を 意 識 し 、
稲 刈 り の 頃 に 小 屋 掛 け し て 山 田 の 番 を す る 賤 の 男 に
な り か わ り 、
そ の 目 を 通 し て 見 た 秋 田 の 情 景 を 詠 ん で い る の で あ
ろ う 。 「 後 撰 集 」 の 天 智 天 星 歌 が 当
時、
煤 民 の 辛 苦 を 思 い や る 慈
悲 深 い 古 代 の 聖 帝 の 歌 と し て 享 受 さ れ て い た
こ と は よ く 知 ら れ て
-＂)
い る が 、
後鳥羽院の歌にそうした理想的な為政者としての振揖い
を 読 み 取 っ て も 、
弛 ち な 付 会 と は い え な い だ ろ う 。
五
前節で考察した結果を踏まえていえば、
後 烏 羽 院 は こ の 百 首 で
は 同 時 代 歌 人 の 句 を 取 る 場 合 に 一 首 全 体 の パ ラ ン ス を
考えた上で
引用しており、
そ の 一 首 の 表 現 か ら 引 用 句 の 部 分 だ け 遊 離 し た 印
象 は 受 け な い 。 歌 の あ る べ き 位 囮 に、
摂取した句がしかるぺくし
て収まるといった形での引用がなされ、
そ れ に ふ さ わ し い 表 現 の
句 が 選 び 取 ら れ て い る 。
後 烏 羽 院 は こ の 百 首 で は 、
秀 歌 を 創 造 す
る こ と を 目 的 と し 、
刹 窃 と も い え る よ う な 引 用 の 仕 方 は む し ろ 抑
えているのであって、
同 時 代 の 表 現 を 必 ず し も 無 造 作 に 取 っ て い





























れる歌人達の和 からど よう 摂取しているの
か、
個々の例に
即して表現の内実を探る試みが当然なされるべきではあるが、
既
に紙数が尽きてしまった。特に、
先の〔表3〕において上位五位
．を
占めていた定家・家陸・良経・忠良・慈円の表現摂取について、
．どのような意微で摂取しているか解明する作業が不可欠であるが、
今後の課題である。後考を期し、
改めて建仁元年時点における後
烏羽院の和歌の表現意識と歌人形成のあり方 ついて考察してみたい
。
本校において引用した和歌関係の本文は概ねR四欄国歌大観
j
に拠
ったが、「後烏羽院御集
J
は寺凡恒世校注「後島羽院師集」（和歌文学
大系二四、明治樹 、平成九年六月）に拠った。「干五百香歌合
j
はRm
絹国歌大観」に拠り、近宜布吉保「千五百番歌合の校本とその研究」
（塙査房、昭和四三年四月）を参照した。Fり葉集
j
「和漢朗詠集
j
は
新椙日本古典文学全集 、
「田月記」は国掛刊行会本に拠った。いず
れも、引用に際しては読肝の便立を考悶して、表記を私に改めている。(1)後鳥羽院の歌人としての始発については、久保田淳「後腐羽院
歌境の形成(-)」（「藤原定家とその時代」岩波柑店、平成六年一月。初出は昭和五一年―一月）、田村柳登「後凡羽院歌埴前史—「熊野類悦紙」の総合的検討と和歌史上における意義をめぐって
ー
」
(I
後島羽院とその周辺
j
笠間柑院、平成一0年一
一月。初出は平成三年五月）、
上横手雅敬「後烏羽上星の政治
と文学」([権力と仏教の中世史
文ー化と政治的状況」法蔵館、
平成ニ―年五月。初出は平成六年四月）、山蛇桂子「正治百首の研究」（勉誠出版、平成ーニ年二月）第一店”二京第三節一「後烏羽院の和歌始発 、石澤一志「後鳥羽院 歌境」（「後烏羽院のすべて」新人物往来社、平成ニー年三月）等の甜論を参照。
(2)谷知子「後烏羽院」（「国文学」三五牲ー四号、平成二年ーニ月）。(3)寺島恒世「後屈羽院『内宮百首」名�納の意味をめぐってー」
（片野達郎楼「日本文芸思濶論桜楓社、平成三年三月）・同「王者としての和歌表現
ー後鳥羽院」（山本一椙「中世歌人の｀
心—
転換期の和歌観ー」世界思想社、平成四年九月）・同「和楽と創造ー「仙洞句題五十首」 〈場〉
ー
」(「8本文学」第四一二巻
- 38 -
第七号｀
平成六年七月）。
田村柳迂「後馬羽院」（和歌文学講座
六「新古今集」勉誡社、
平成六年一0月）。
家永香織「建仁元
年の後鳥羽院歌培ー『老若五十首歌合」「新宮撰歌合
j
を中心
にー」「文学」季刊第六巻第四号、平成七年一0月）。黒田彩子「後鳥羽院」（島津忠夫編「新古今集を学ぶ人のために」世界思想社、
平成八年三月）等の蹄論。
(4
)小烏吉雄「後烏莉院の御文学」（「文学研究
j
第二五輯、
昭和
l
四年六月）。
(5)拙稿「「千五百番歌合」の後鳥羽院判歌考」（「岡山大学大学院
文化科学研究科紀要第七号
、平成ー一年ーニ月）・「後鳥羽院「千
五百番歌合」判歌の巌終歌について」（「岡大国文論稿
j
第三六
号、平成一九年三月）。
(6)前掲寺島恒世「後鳥羽院「内宮百首」
I
納の意味をめぐっ
て—」では、
作品の内部徴証により
E内宮百首」全体の完成は
建仁元年八月以降に繰り下げられることを指摘されており、
渡
部務明「新古＾品吋代1建仁元年八月十五夜撰歌合をめぐっ 」
（「国文学
j
四九巻―二号、平成一六年一一月）も、「外宮百酋」
について同様のことがいえるとしている。
(7)『正治初度百首
j
が店五首というやや異質な題を含む他は四季
七O·恋一0．駿旅五・山家土・祝 と制約が緩やかだったせいか多くの秀歌が生まれ、
その中から後に口初古今集」に七九
首も採られた 対し、二0題を五首ずつ詠む「正治後度百首」の場合、
歌人数も述い単純な比較はできないが、「新古今集」
への入集はわずかー0首にとど った。「恋題がないこと、
雑
題が多いことと共に、
一悶五百の設定も秀歌を生む制約となっ
- 39 -
たと思われる」（山崎桂子前掲若第二黛第三章第二節「歌題構成の特徴」）と指摘されるような状況があったことが想像される。
(8)有吉保前掲「千五百番歌合の校本とその研究」。(9)前掲寺島恒世「王者としての和歌表現—後品羽院
以下、
寺
島説への首及は特に断りのない限り同論文による。
(10)
この表の作成に当たっては、長澤さち子「千五百番歌合における二条院設岐の歌ー古典棋取 同時代歌人からの影響について1」(「和歌文学研究」第七
二号、平成八年六月）所戟の表の
体裁を参考にさせていただいた。
また、
後鳥羽院の千五百番歌
合百首の先行歌摂取につ ては、
前掲寺島恒批
E後鳥羽院潤
集」・「王者としての和歌表現」の学恩を痰ってい 。
(11)本栢において、「秀句」は必ずしも緑括懸飼を巧みに用いた句
の意味に限定せず、
主に秀逸な言い回しの句の意味で使用して
いる。秋本守英「新
古今集の表
現」（表現学大系各論屈第一巻「和
歌の表現
J
冬至柑房、
昭
和六一年九月）。八氾正治「新古今時
代の秀句について」（『古陵部紀要 第二二号、
昭和四五年――
月）・同「歌集 形態とその受容ー新古今集と古歌ー」（和歌文学講座第一巻
「和歌の本質と表現」勉誠社、
平成五年ーニ月）
等参照。
(12)
久保田淳百竿口今和歌集全評釈」第二巻（講談社、
昭和五一年
ー一月）二六三番歌の〔鑑賞〕
項に、
家社・定家の作が共に
西行歌の影響を受けている可能性の
FE
いことが指摘されている。
なお、
西行歌の「すずしくくもる」は後に「詠歌一体」におい
て制洞とされている。
(13)秋立つBよめる
秋来ぬと目にはさやかに見えねども風の音に
ぞおどろかれぬる（古今集・秋上・一六九•藤原敏
行）。
秋立
っ8、
上のをのこども賀茂の河原に河逍遥しける供にまかりて
よめる
河風のすずしくもあるかうち寄する波とともにや秋は
立つらむ（同・一七0•紀直之）・
(14)稲田利徳「共感党的表現歌の発生と展開（上）（下）
J
(「岡山大
学教育学部研究集録
j
第四三•四四号、
昭和五0年八月・五一
年一月）。
(15)この歌の第三•四句は、
新日本古典文学大系―-「新古今和歌
媒」（岩波杏店｀平成四年一月。
当該歌の脚注は赤瀬信吾）が
指摘するように、「拐恒集」では「秋ごとに声こそかはれ」「秋ごとに声こそまされ」 秋風に声こそまされ」となっており、「新古今楳」の詐本で「秋風の声こそまされ」となっているのは（ただし、
鷹司本は「秋風に」とする
）、
揖者が当時の流行に合わ
せて改変した可能性が考えら る（揖者名注記 通具）•
(16)
「心緒逢揺落
剥別
不可聞」（蘇顛「沿上驚秋」）、「燕染辞夏色
囮渚聴
li
」（釈智蔵「秋日言志」r伐風藻
J)
等、「秋声」は
秋の風や落業などの立てる物寂しい音の意であ
り、
和漢兼作の
歌人である藉原良経が「二夜百首」詠において「秋風の声 の歌句を創出している背景に
も、
漢詩からの影響を考えるべきで
あろう。
(17)川村晃生「廃固の風胡」に、新古今時代に荒廃の芙を詠む歌が
ーつの歌風を形成し歌人達の詩的感性を刺激し統けたことを論じる中で、
後鳥羽院のこの歌に言及し、「荒屋の月はこの時代
のーつの英の典型となりつつあった」と述べられている（和洪比較文学叢書――
-i
「新古今集と漢文学」汲古書
院、
平成四年一
一月）。
(18)
吉海直人「百人一首の新考察ー定家の揖歌意識を探るー」（批界思想社、
平成五
年九月↓「百人一首の新研究|定家の再解釈
論ー」和泉世院、
平成一三年＿―-月）、
井上宗雄『百人一首ー王
朝和歌から中世和歌へ
j（笠間杏院、平成一六年―一月）等に
指摘がある。
なお、『干五百番歌合」よりやや後になるが、
後
島羽院がこの天智天且歌を本歌取りした作に「苫をあらみ露は袂に訊きゐつつかりほの庵に月を見しかな」（後鳥羽院御集・元久元年十二月八幡三十首・秋・ーニニ
I I)
がある。
(19)渡沿裕美子「俊成卿女にみられる同時代歌人の影糀ー「千五百
番歌合」をめぐってー」に述べられるように、「定家や後島羽院の首説に「近代」とはさら 区別さ 「現代」の意識は明煎で、
その同時代歌人の先行歌は取り方によっては「人の歌を
取る」と非難を受ける性格のもの で った（「和歌文学研究」第五九号、平成元年―一月）。
(20)各歌会・歌合・定数歌等からのB初古今集」への入集数につい
ては、
有吉保「新古今和
歌集の研究
基盤と構成」
(1
二省堂、
昭和四三年四月）附―
m
「新古今集歌入集資料」を参照。
(21)影響歌の作者は二首以上の場合のみ表に掲げ
た。
なお、〔表2〕
〔表3〕の作成に当た
っては、
渡
沿裕美子前掲論文所載の表を
参考にさせていただいた。
(22)藉平春男「新古今歌風の形成」（明治世院、
昭和四四年一月↓
藤平春男著作集第1巻、笠間杏院、平成九年五月）第一章ー「新古今時代歌壇の範囲」。
(23)村尾誠一「中世和歌史論
新古今和歌集以後
j
第二節「建仁二
- 40 -
年の後鳥羽院—歌風形成から中世和歌ヘー」（青栢社、
平成二
一年―一月。初出は平成一七年―二月）におい
て、
建仁二年時
点での後島羽院の歌風形成とその方法について論じられ、
同時
代歌人の作品を大胆に取り入れながら、
自己の作品世界を作り
上げて行くという方法が後烏羽院の歌人形成の速さ つながっており、
それだけに院の和歌には同時代の和歌の表現性が顕若
に刻印され いることを指摘されている。
（わたなべ
けん
研究室受購図書雑誌目録
m
学術研究ー国語・国文学編ー（早稲田大学教育学部）五七学大国文（大
阪教育大学国栢教育講座・日本アジア言語文化講
座）五一、
五一＿
香椎潟（福岡女子大学回文学会）五四活水論文集
現代日本文化学科絹（活水女子大学）五二
金沢大学
国語国文（金沢大学国語国文学会）三四
金沢大学語 ・文学研究（金沢 学教育学部国語国文学会）終刊号かほよとり
（武耶川女子大学大学院文学研究 国語国文学専攻院
生研究会）臨時号岐阜大学
国語国文学（岐阜大学教育学部国語教育講座）三五
九州大谷研究紀要（九州 谷短期大学内九州大谷 会）三五
関西高校教諭）
紀要（中央大学文学部）ー01―-‘
10四
京都語文
（仏教大学国語国文学会）十六
京都大学
國文學論披（京都大学大
学院文
学研究科国語学国文学
研究室）二十、
ニー‘
ニニ
京都府立大学学術報告
人文・社会（京都府立大学）六十
近畿大学日本語・
日本文学（文芸学部文学科日本文学専攻）十、
金城日本語日本文化（金城 院大学日本語日本文化学会）八五近代文学研究（ 学協会近代部会）二六
国文学
研究（群馬県立女
子大学国語国文学
群馬県立女子大学会）二九研究年報（大阪府立大学上方文化研究センター）十言語学論叢（筑波大学一般・応用言語 研究室）特別号言甜情報科学（東
京大学大学院総合文化研究
科言語情報科学専
攻）七言語表現研究（兵血教育大学言語表現 会）二五言語文化（一杭大学語 研究室）四五言語文化学研究
日本語日本文学編（大阪府立大学人間社会学部
言語文化学科〉四高知大困 （高知大学国語国文学会）三九、
四十
神戸女子 学古典芸能研究センター紀要（神戸女子大 古典芸能研究センター）ニ
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